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〒953-0132 西蒲区西中860
te l  0256-72-8840〈コミ協事務所〉
tel  0256-72-8814〈岩室出張所〉
fax 0256-82-4484〈岩室地区公民館〉
E-mail:iwamuro.comikyo@kind.ocn.ne.jp

海あり　山あり　平野あり　やすらぎのまち

コミュニティだより

■岩室地域の総人口  7,490 名（-61 名） ［男 3,601 名（-35 名）／女 3,889 名（-26 名）］■世帯数 3,099 戸（-19 戸）

新潟市地域活動補助金事業 （　）は前号との比較　令和 7年12 月末日現在

◎問合せ…岩室地域コミュニティ協議会  ☎0256-72-8840（岩室出張所☎0256-72-8814）

いわむろコミュニティだより 第106号 4

令和８年 2月1日発行

号

■ 編集後記　広報部会
　暦の上ではもうすぐ春を
迎える頃ですが、まだまだ
体調をくずしやすい時期が
続いております。皆さまい
かがお過ごしでしょうか。
今号は昨年の秋からこれま
でに開催された様々な行事
を写真中心に構成いたしま
した。皆さまからのご意見
やご感想もお待ちしており
ます。次号もどうぞよろし
くお願いいたします。

　
今
年
で
４
回
目
と
な
る
ゲ
ー
ム
形

式
に
よ
る
防
災
講
座
が
両
小
学
校
の

４
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

避
難
時
の
服
装
や
持
ち
物
を
学
ぶ
「
水

害
き
せ
か
え
ゲ
ー
ム
」、
身
近
な
も
の

で
担
架
作
り
を
学
ぶ
「
毛
布
で
担
架

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
」、
防
災
の
知
恵

が
盛
り
こ
ま
れ
た
「
防
災
ジ
ャ
ン
ボ

か
る
た
」
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　「
イ
ザ
！
」
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
時
は
円
滑
な
避
難
所
の
開
設
と
運

営
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
び
和
納
小
学

校
と
岩
室
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
そ
の
た
め
の
知
識
向
上
と
技
術
習
得
を
目

的
と
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
に
破
損
が
な
い
こ
と
を
目
視
で
確
認
。

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
鍵
を
実
際
に
使
用
し
解
錠
。

各
班
に
分
か
れ
、
備
蓄
品
の
点
検
と
数
量
の
確

認
。
受
付
場
所
や
各
自
治
会
エ
リ
ア
等
の
検
討
、

設
置
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
車
椅
子
用
ト
イ
レ
・

携
帯
ト
イ
レ
な
ど
を
実
際
に
設
置
し
、
使
用
方

法
を
学
び
ま
し
た
。

　寒さを忘れさせるような温かく
美しい光－11月22日（土）イルミ
ネーション点灯式が岩室駅前広場
で行われました。やろうダンスス
タジオ主宰のキッズダンスの後、
地域の子どもたちによる防犯運動
が行われました。点灯期間は２月
22日（日）まで（午後５時～午前０
時30分）となります。駅東公園
の和納小学校３年生による標語パ
ネルもぜひご覧ください。

子
ど
も
防
災
講
座

イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
催

み
ん
な
で
楽
し
く
学
ぼ
う
！

和納小学校

11/2
（日）

改善センター10/26
（日）

和納小学校

岩室小学校

避
難
所
の
開
設･

運
営
訓
練
を
開
催

暖房器具からの火災を防ぐポイント
ストーブの上に物を干さない
火を消してから給油する
寝るときや外出するときはスイッチを切る
ストーブの近くに燃えやすいものを置かない

冬は暖房器具による火災が多く発生します！ 令和７年１月１日から
令和７年12月31日まで

火　災　件　数　 14 件
住宅等火災件数 　  2 件

西蒲区の状況

お知らせ 頭と身体の若返り体操教室
　自分の日常生活を振り返り健やかでいられるためのノウハウを一緒に学んでみませんか？

■日　時  1 回目　３月 ６ 日（金）午前10 時～12時
　　　　  2 回目　３月13 日（金）  午前10 時～12時
■会　場  岩室地区公民館　講堂
■内　容  頭と身体を活発に動かし、血流を良くする体操教室
■主　催  岩室地域コミュニティ協議会
■協　力  西蒲区役所健康福祉課、西蒲区役所岩室出張所
　　　  　西蒲区・岩室地域社会福祉協議会
　　　  　新潟市地域包括支援センター岩室
　　　  　新潟市西蒲区日赤奉仕団岩室分団
■問合せ  岩室出張所　☎0256-72-8814
　　　　  岩室地域コミュニティ協議会事務局

主
催

　

 

和
納
小
学
校
避
難
所
運
営
委
員
会

　
　
　

 

岩
室
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
避
難
所
運
営
委
員
会

西蒲消防署岩室出張所　☎0256-82-3360問い合わせ

11/11
（火）

11/19
（水）



令和８年 2月1日発行

2いわむろコミュニティだより 第106号3 いわむろコミュニティだより 第106号

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

雨
も
ヤ
ー 

ふ
ら
ぬ
に
袖
ぬ
ら
す

（
岩
室
盆
踊
り
甚
九
郎
ぶ
し
か
ら
岩
室
ぢ
ん
句
へ
）

岩
室
甚
句
を
再
考
⑶
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み
ん
な
で
歌
っ
て
心
を
元
気
に
！

泉
の
ほ
と
り
音
楽
会

岩
室
地
区
公
民
館
講
堂

11/9
（日）

　
恒
例
と
な
っ
た
泉
の
ほ
と
り

音
楽
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
深
ま
る
秋
に
ふ
さ
わ
し
い

叙
情
あ
ふ
れ
る
唱
歌
や
童
謡
、

誰
も
が
耳
に
し
た
こ
と
の
あ

る
往
年
の
名
曲
の
数
々
、
ピ

ア
ノ
の
連
弾
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏
を

交
え
た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

観
客
の
心
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

　
温
か
い
拍
手
と
歓
声
が
送

ら
れ
、
出
演
者
と
観
客
が
一
体

と
な
り
、
心
豊
か
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

カーリンコン大会結果報告
11/9
（日）

10/28
（火）

岩室体育館

岩室地区公民館

岩室地区公民館　講堂

ゴールドリーグ優勝 和納１区A

ゴールドリーグ準優勝 和 納 睦

ゴールドリーグ３位 西 中   Ｃ

シルバーリーグ優勝 石 瀬   Ｂ

ブロンズリーグ優勝 間 瀬   Ｂ

　岩室地域のスポーツ普及、促進、親睦を目的に今年も各自
治会から２２チームが参加、熱戦が繰り広げられました。
主催：岩室地区スポーツ振興会
共催：岩室地域コミュニティ協議会

　堀西蒲区長をはじめ、区役所各課長出席のもと「岩室地
域まちづくり懇談会」が開催されました。各自治会長をはじ
め、地域の皆さんから岩室地域の現状と課題、要望など広
く意見が提起され、有意義な懇談となりました。

　■第一課題　空き家対策について
　■第二課題　高齢者対策について
　■第三課題　地域交通について

　この懇談会はまちづくりについて共に考えることを目的に
毎年開催しています。参加者の皆さんからの貴重な問題の
提起は、地域にとって重要な視点であることから行政ととも
に解決につなげて行きたいと考えています。

　岩室・和納保育園年長クラスの作品展示、地域の方
や岩室中学校文化部が講師を務め、絵手紙やリースづ
くりなどができるものづくりワークショップ、昔あそび・
三味線・太鼓・マジシャンの体験コーナー、珍しい世
界の昆虫を集めたぷち昆虫ミュージアム、新潟ダイハ
ツモータースによる試乗体験やキッズメカニック（整備
士）体験など数多くのブースが設けられました。
　当日は天候にも恵まれ、多くの家族連れが訪れまし
た。大人も子供も一緒になって秋の休日を満喫してい
ました。

世代を超えて集まろう！！

11/29
（土）

まちづくり懇談会

岩室地域一斉クリーン作戦
■と　 き　３月１５日（日）
※地域によっては日程が異なる場合があり 
　ます。
※場所･時間等も各自治会で設定します。
■内　容　
・地域を巡回し、ゴミ、空缶、ペットボトル
　などを収集。
・ゴミ袋は各自治会より配布。
■問合せ　
・西蒲区役所　岩室出張所
　☎０２５６-７２-８８１４
詳細は各自治会の回覧をご覧ください。

　―

石
瀬
ヤ
ー
出
て
き
て
久
保
田

の
橋
に
雨
も
ヤ
ー
ふ
ら
ぬ
に
な
ぜ
袖

ぬ
ら
す―

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

刊
「
越
後
土
産
」（
カ
ッ
ト
写
真
参
照
）

で
は
、「
岩
室
盆
踊
り
甚
九
郎
ぶ
し
」

か
ら
「
岩
室
ぢ
ん
句
」
に
呼
名
が
か

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
石
瀬
の
花
街
新
田
町
を
出
て
久
保

田
橋
か
ら
矢
川
を
舟
で
下
れ
ば
新
潟

港
の
海
に
出
る
。

　
石
瀬
代
官
所
の
蔵
米
、
銅
山
の
粗

銅
、
旅
人
も
運
ば
れ
た
。
久
保
田
橋

は
「
津
」（
船
着
場
）
で
あ
っ
た
。
公

事
で
代
官
所
に
来
た
村
役
人
と
「
な

じ
ょ
」（
馴
染
女
）
の
惜
別
の
涙
で
袖

を
ぬ
ら
す
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

粋
な
唄
で
あ
る
。
人
間
の
心
の「
ひ
だ
」

が
歌
詞
と
な
り
、
情
感
豊
か
な
土
地

柄
が
忍
ば
れ
る
。

　
こ
の
唄
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　
橋
を
渡
り
久
保
田
に
入
る
と
三
方

路
に
な
る
。
右
の
吉
田
通
り
の
つ
け

根
の
屋
敷
が
通
称
「
医
者
ど
ん
」
と

呼
ば
れ
る
小
池
世
貞
（
雲
倪
）
の
生

家
で
あ
る
。
先
号
の
鵬
斉
と
良
寛
が

交
遊
す
る
席
に
常
に
同
席
す
る
人
物

で
、
花
街
に
浸
っ
て
い
る
酒
徒
で
あ
っ

た
と
い
う
。
同
家
の
事
柄
、
世
貞
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
良
寛
の
敬
慕

者
で
外
護
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
良

寛
の
「
詠
歌
集
」
を
借
り
、
書
写
し
、

出
版
し
て
世
間
に
広
め
よ
う
と
し
た

よ
う
だ
。「
稿
本
国
上
沙
門
良
寛
詠
歌

草
庵
集
」
が
良
寛
の
筆
致
と
見
違
う

ば
か
り
で
残
さ
れ
て
い
る
（
久
保
田

公
会
堂
蔵
）。
絵
も
嗜
み
、分
家
（
猿
ヶ

瀬
）
の
座
敷
の
格
天
井
絵
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
知
識
人
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

　
世
貞
の
交
遊
す
る
姿
が
和
納
に

あ
っ
た
。
和
納
の
漢
方
医
、
竹
内
尚
賢

家
文
書
（
文
化
年
月
日
欠
落
）―

夕
ニ
世
貞
師
来
ル
、
前
ノ
馬
喰
宿
三

六
（
屋
号
）
隠
居
共
ニ
飲
騒
グ･･････

世
師
濃
州
馬
喰
方
ノ
唄
好
ミ
振
リ
良

ク
踊
ル―

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
席
で
馬
喰
が
歌
っ
た
唄
が
濃
州
（
岐

阜
県
）
の
郡
上
節―

郡
上
の
八
幡

出
て
ゆ
く
時
は
雨
も
降
ら
ぬ
に
袖
し

ぼ
る―

で
あ
り
、
世
貞
は
聞
き
覚

え
、
踊
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

良
寛
の
詠
歌
を
書
写
す
る
世
貞
は
、

こ
の
唄
を
自
分
の
持
ち
歌
と
し
て
補

作
、
酒
席
で
歌
い
踊
り
広
ま
り
、
そ

し
て
「
岩
室
ぢ
ん
句
」
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
拙
い
推
論
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
推
論
を
私
は
正
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
世
貞
は
和
納
で
覚
え

た
郡
上
節
か
ら
物
語
を
創
作
し
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
岩
室
の
伝
説

「
池
月
と
磨
墨
」（
鎌
倉
幕
府
の
宇
治

川
の
先
陣
を
競
っ
た
名
馬
『
平
家
物

語
』）
の
文
章
が
世
貞
の
書
体
で
確
認

さ
れ
て
い
る
。
郡
上
節
に―

郡
上

は
馬
所
、
あ
の
磨
墨
の
名
馬
だ
し
た

も
サ
サ
気
良
の
里―

と
あ
る
。
和

納
馬
市
の
交
易
範
囲
は
信
州
の
諏
訪
、

松
本
に
及
び
、
郡
上
八
幡
に
近
い
。

世
貞
の
散
財
に
家
人
は
玄
関
に
閂
を

す
る
の
で
あ
っ
た
。
す
る
と―

久

保
田
、
猿
ヶ
瀬
在
郷
の
港
、
家
の
軒

場
に
舟
が
つ
く―

（『
岩
室
村
誌
』）。

久
保
田
橋
を
渡
ら
な
く
て
も
、
軒
下

か
ら
花
街
に
行
け
る
ワ
イ
と
他
家
の

散
財
を
は
や
し
立
て
る
村
人
で
あ
っ

た
。

つ
ぐ
さ
だ

う
ん
げ
い

し
ょ
う
け
ん

ぐ
じ
ょ
う

け
　
ら

か
ん
ぬ
き

岩室温泉

■と   き   ２月20日（金）～３月８日（日）
■展示会場　
　・能面アトリエ「無匠庵」（旧芸妓置屋）・いわむろや・招魂社石段（ねこ）
　・慶覚寺・松岳寺・旅館・商店・光の森学園地域交流校舎（旧巻信用組合）
　・岩室出張所・岩室図書館・岩室民俗史料館・野きろの杜　他
■期間中の催し
　・豪華賞品が当たるスタンプラリー
　・ひなランチ・スイーツ・キッチンカー
　・石に描くねこの絵付け体験・和太鼓コンサート
■駐車場
　・いわむろや・小冨士屋第 2駐車場
　・岩室温泉市営駐車場・丸小山公園
■問合せ　
　・岩室温泉ひな巡り実行委員会
      TEL:090－4022－3139
　※詳細については全戸配布のひな巡りパンフをご覧ください。
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で
き
ま

し
た
。

カーリンコン大会結果報告
11/9
（日）

10/28
（火）

岩室体育館

岩室地区公民館

岩室地区公民館　講堂

ゴールドリーグ優勝 和納１区A

ゴールドリーグ準優勝 和 納 睦

ゴールドリーグ３位 西 中   Ｃ

シルバーリーグ優勝 石 瀬   Ｂ

ブロンズリーグ優勝 間 瀬   Ｂ

　岩室地域のスポーツ普及、促進、親睦を目的に今年も各自
治会から２２チームが参加、熱戦が繰り広げられました。
主催：岩室地区スポーツ振興会
共催：岩室地域コミュニティ協議会

　堀西蒲区長をはじめ、区役所各課長出席のもと「岩室地
域まちづくり懇談会」が開催されました。各自治会長をはじ
め、地域の皆さんから岩室地域の現状と課題、要望など広
く意見が提起され、有意義な懇談となりました。

　■第一課題　空き家対策について
　■第二課題　高齢者対策について
　■第三課題　地域交通について

　この懇談会はまちづくりについて共に考えることを目的に
毎年開催しています。参加者の皆さんからの貴重な問題の
提起は、地域にとって重要な視点であることから行政ととも
に解決につなげて行きたいと考えています。

　岩室・和納保育園年長クラスの作品展示、地域の方
や岩室中学校文化部が講師を務め、絵手紙やリースづ
くりなどができるものづくりワークショップ、昔あそび・
三味線・太鼓・マジシャンの体験コーナー、珍しい世
界の昆虫を集めたぷち昆虫ミュージアム、新潟ダイハ
ツモータースによる試乗体験やキッズメカニック（整備
士）体験など数多くのブースが設けられました。
　当日は天候にも恵まれ、多くの家族連れが訪れまし
た。大人も子供も一緒になって秋の休日を満喫してい
ました。

世代を超えて集まろう！！

11/29
（土）

まちづくり懇談会

岩室地域一斉クリーン作戦
■と　 き　３月１５日（日）
※地域によっては日程が異なる場合があり 
　ます。
※場所･時間等も各自治会で設定します。
■内　容　
・地域を巡回し、ゴミ、空缶、ペットボトル
　などを収集。
・ゴミ袋は各自治会より配布。
■問合せ　
・西蒲区役所　岩室出張所
　☎０２５６-７２-８８１４
詳細は各自治会の回覧をご覧ください。

　―

石
瀬
ヤ
ー
出
て
き
て
久
保
田

の
橋
に
雨
も
ヤ
ー
ふ
ら
ぬ
に
な
ぜ
袖

ぬ
ら
す―

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

刊
「
越
後
土
産
」（
カ
ッ
ト
写
真
参
照
）

で
は
、「
岩
室
盆
踊
り
甚
九
郎
ぶ
し
」

か
ら
「
岩
室
ぢ
ん
句
」
に
呼
名
が
か

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
石
瀬
の
花
街
新
田
町
を
出
て
久
保

田
橋
か
ら
矢
川
を
舟
で
下
れ
ば
新
潟

港
の
海
に
出
る
。

　
石
瀬
代
官
所
の
蔵
米
、
銅
山
の
粗

銅
、
旅
人
も
運
ば
れ
た
。
久
保
田
橋

は
「
津
」（
船
着
場
）
で
あ
っ
た
。
公

事
で
代
官
所
に
来
た
村
役
人
と
「
な

じ
ょ
」（
馴
染
女
）
の
惜
別
の
涙
で
袖

を
ぬ
ら
す
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

粋
な
唄
で
あ
る
。
人
間
の
心
の「
ひ
だ
」

が
歌
詞
と
な
り
、
情
感
豊
か
な
土
地

柄
が
忍
ば
れ
る
。

　
こ
の
唄
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　
橋
を
渡
り
久
保
田
に
入
る
と
三
方

路
に
な
る
。
右
の
吉
田
通
り
の
つ
け

根
の
屋
敷
が
通
称
「
医
者
ど
ん
」
と

呼
ば
れ
る
小
池
世
貞
（
雲
倪
）
の
生

家
で
あ
る
。
先
号
の
鵬
斉
と
良
寛
が

交
遊
す
る
席
に
常
に
同
席
す
る
人
物

で
、
花
街
に
浸
っ
て
い
る
酒
徒
で
あ
っ

た
と
い
う
。
同
家
の
事
柄
、
世
貞
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
良
寛
の
敬
慕

者
で
外
護
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
良

寛
の
「
詠
歌
集
」
を
借
り
、
書
写
し
、

出
版
し
て
世
間
に
広
め
よ
う
と
し
た

よ
う
だ
。「
稿
本
国
上
沙
門
良
寛
詠
歌

草
庵
集
」
が
良
寛
の
筆
致
と
見
違
う

ば
か
り
で
残
さ
れ
て
い
る
（
久
保
田

公
会
堂
蔵
）。
絵
も
嗜
み
、分
家
（
猿
ヶ

瀬
）
の
座
敷
の
格
天
井
絵
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
知
識
人
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

　
世
貞
の
交
遊
す
る
姿
が
和
納
に

あ
っ
た
。
和
納
の
漢
方
医
、
竹
内
尚
賢

家
文
書
（
文
化
年
月
日
欠
落
）―

夕
ニ
世
貞
師
来
ル
、
前
ノ
馬
喰
宿
三

六
（
屋
号
）
隠
居
共
ニ
飲
騒
グ･･････

世
師
濃
州
馬
喰
方
ノ
唄
好
ミ
振
リ
良

ク
踊
ル―

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
席
で
馬
喰
が
歌
っ
た
唄
が
濃
州
（
岐

阜
県
）
の
郡
上
節―

郡
上
の
八
幡

出
て
ゆ
く
時
は
雨
も
降
ら
ぬ
に
袖
し

ぼ
る―
で
あ
り
、
世
貞
は
聞
き
覚

え
、
踊
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

良
寛
の
詠
歌
を
書
写
す
る
世
貞
は
、

こ
の
唄
を
自
分
の
持
ち
歌
と
し
て
補

作
、
酒
席
で
歌
い
踊
り
広
ま
り
、
そ

し
て
「
岩
室
ぢ
ん
句
」
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
拙
い
推
論
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
推
論
を
私
は
正
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
世
貞
は
和
納
で
覚
え

た
郡
上
節
か
ら
物
語
を
創
作
し
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
岩
室
の
伝
説

「
池
月
と
磨
墨
」（
鎌
倉
幕
府
の
宇
治

川
の
先
陣
を
競
っ
た
名
馬
『
平
家
物

語
』）
の
文
章
が
世
貞
の
書
体
で
確
認

さ
れ
て
い
る
。
郡
上
節
に―

郡
上

は
馬
所
、
あ
の
磨
墨
の
名
馬
だ
し
た

も
サ
サ
気
良
の
里―

と
あ
る
。
和

納
馬
市
の
交
易
範
囲
は
信
州
の
諏
訪
、

松
本
に
及
び
、
郡
上
八
幡
に
近
い
。

世
貞
の
散
財
に
家
人
は
玄
関
に
閂
を

す
る
の
で
あ
っ
た
。
す
る
と―

久

保
田
、
猿
ヶ
瀬
在
郷
の
港
、
家
の
軒

場
に
舟
が
つ
く―

（『
岩
室
村
誌
』）。

久
保
田
橋
を
渡
ら
な
く
て
も
、
軒
下

か
ら
花
街
に
行
け
る
ワ
イ
と
他
家
の

散
財
を
は
や
し
立
て
る
村
人
で
あ
っ

た
。

つ
ぐ
さ
だ

う
ん
げ
い

し
ょ
う
け
ん

ぐ
じ
ょ
う

け
　
ら

か
ん
ぬ
き

岩室温泉

■と   き   ２月20日（金）～３月８日（日）
■展示会場　
　・能面アトリエ「無匠庵」（旧芸妓置屋）・いわむろや・招魂社石段（ねこ）
　・慶覚寺・松岳寺・旅館・商店・光の森学園地域交流校舎（旧巻信用組合）
　・岩室出張所・岩室図書館・岩室民俗史料館・野きろの杜　他
■期間中の催し
　・豪華賞品が当たるスタンプラリー
　・ひなランチ・スイーツ・キッチンカー
　・石に描くねこの絵付け体験・和太鼓コンサート
■駐車場
　・いわむろや・小冨士屋第 2駐車場
　・岩室温泉市営駐車場・丸小山公園
■問合せ　
　・岩室温泉ひな巡り実行委員会
      TEL:090－4022－3139
　※詳細については全戸配布のひな巡りパンフをご覧ください。
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海あり　山あり　平野あり　やすらぎのまち

コミュニティだより

■岩室地域の総人口  7,490 名（-61 名） ［男 3,601 名（-35 名）／女 3,889 名（-26 名）］■世帯数 3,099 戸（-19 戸）

新潟市地域活動補助金事業 （　）は前号との比較　令和 7年12 月末日現在

◎問合せ…岩室地域コミュニティ協議会  ☎0256-72-8840（岩室出張所☎0256-72-8814）

いわむろコミュニティだより 第106号 4

令和８年 2月1日発行

号

■ 編集後記　広報部会
　暦の上ではもうすぐ春を
迎える頃ですが、まだまだ
体調をくずしやすい時期が
続いております。皆さまい
かがお過ごしでしょうか。
今号は昨年の秋からこれま
でに開催された様々な行事
を写真中心に構成いたしま
した。皆さまからのご意見
やご感想もお待ちしており
ます。次号もどうぞよろし
くお願いいたします。

　
今
年
で
４
回
目
と
な
る
ゲ
ー
ム
形

式
に
よ
る
防
災
講
座
が
両
小
学
校
の

４
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

避
難
時
の
服
装
や
持
ち
物
を
学
ぶ
「
水

害
き
せ
か
え
ゲ
ー
ム
」、
身
近
な
も
の

で
担
架
作
り
を
学
ぶ
「
毛
布
で
担
架

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
」、
防
災
の
知
恵

が
盛
り
こ
ま
れ
た
「
防
災
ジ
ャ
ン
ボ

か
る
た
」
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　「
イ
ザ
！
」
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
時
は
円
滑
な
避
難
所
の
開
設
と
運

営
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
び
和
納
小
学

校
と
岩
室
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
そ
の
た
め
の
知
識
向
上
と
技
術
習
得
を
目

的
と
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
に
破
損
が
な
い
こ
と
を
目
視
で
確
認
。

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
鍵
を
実
際
に
使
用
し
解
錠
。

各
班
に
分
か
れ
、
備
蓄
品
の
点
検
と
数
量
の
確

認
。
受
付
場
所
や
各
自
治
会
エ
リ
ア
等
の
検
討
、

設
置
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
車
椅
子
用
ト
イ
レ
・

携
帯
ト
イ
レ
な
ど
を
実
際
に
設
置
し
、
使
用
方

法
を
学
び
ま
し
た
。

　寒さを忘れさせるような温かく
美しい光－11月22日（土）イルミ
ネーション点灯式が岩室駅前広場
で行われました。やろうダンスス
タジオ主宰のキッズダンスの後、
地域の子どもたちによる防犯運動
が行われました。点灯期間は２月
22日（日）まで（午後５時～午前０
時30分）となります。駅東公園
の和納小学校３年生による標語パ
ネルもぜひご覧ください。

子
ど
も
防
災
講
座

イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
催

み
ん
な
で
楽
し
く
学
ぼ
う
！

和納小学校

11/2
（日）

改善センター10/26
（日）

和納小学校

岩室小学校

避
難
所
の
開
設･

運
営
訓
練
を
開
催

暖房器具からの火災を防ぐポイント
ストーブの上に物を干さない
火を消してから給油する
寝るときや外出するときはスイッチを切る
ストーブの近くに燃えやすいものを置かない

冬は暖房器具による火災が多く発生します！ 令和７年１月１日から
令和７年12月31日まで

火　災　件　数　 14 件
住宅等火災件数 　  2 件

西蒲区の状況

お知らせ 頭と身体の若返り体操教室
　自分の日常生活を振り返り健やかでいられるためのノウハウを一緒に学んでみませんか？

■日　時  1 回目　３月 ６ 日（金）午前10 時～12時
　　　　  2 回目　３月13 日（金）  午前10 時～12時
■会　場  岩室地区公民館　講堂
■内　容  頭と身体を活発に動かし、血流を良くする体操教室
■主　催  岩室地域コミュニティ協議会
■協　力  西蒲区役所健康福祉課、西蒲区役所岩室出張所
　　　  　西蒲区・岩室地域社会福祉協議会
　　　  　新潟市地域包括支援センター岩室
　　　  　新潟市西蒲区日赤奉仕団岩室分団
■問合せ  岩室出張所　☎0256-72-8814
　　　　  岩室地域コミュニティ協議会事務局

主
催

　
 

和
納
小
学
校
避
難
所
運
営
委
員
会

　
　
　

 
岩
室
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
避
難
所
運
営
委
員
会

西蒲消防署岩室出張所　☎0256-82-3360問い合わせ

11/11
（火）

11/19
（水）


